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有識者からの発表 
 
 
 
 
 
 

「瀬戸内海の水環境に関する現状と課題、今後の目指す方向」  

九州大学応用力学研究所  所長 柳 哲雄 

    

「陸域からの窒素・リン負荷量削減が沿岸海域の生態系・生物生産

（漁業）に及ぼす影響」 

      京都大学大学院農学研究科 教授 藤原 建紀 

 

   「瀬戸内海における水産業の課題と水産業から見た今後の水環境の 

在り方」 

行政法人水産総合研究センター 瀬戸内海区水産研究所 

環境動態研究室  室長 樽谷 賢治 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料－４
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今後の瀬戸内海の水環境の在り方懇談会資料 

 
【発表者：九州大学応用力学研究所長 柳 哲雄 】 

項 目 内 容 

1.発表テーマ 

 

瀬戸内海の水環境に関する現状と課題、今後の目指す方向 

 

 

2.課題 

 

 

 

瀬戸内海の各灘における望ましい水質を誰がどのようにして決めるのか？ 

 

 

 

 

 

3.対応（提案） 

 

 

 

関係者の協議会を設置し、行政から適切な提案を行って、順応的に決めてい

く。 

 

 

 

 

4.今後の瀬戸内

海の方向性につ

いて 

 

 

 

里海としての瀬戸内海の創生 

 

 

 

 

 

 

 

＊上記の内容で各分野における内容を説明していただき、懇談会委員と意見交換を行います。 

 

 
 



4 

 

瀬戸内海の水環境に関する
現状と課題、今後の目指す方向

九州大学応用力学研究所

柳 哲雄

tyanagi@riam.kyushu‐u.ac.jp

 

瀬戸内海 LANDSAT＋国土地理院50mメッシュ標高デ－タ

 

瀬戸内海の多面的機能
（生態系サ－ビス）

道： 海上交通、海の道駅

畑： 水産業、製塩業、採藻、（海砂）

（里湖）

庭： 国立公園・レクレ－ション・海水浴

柳 哲雄（２００８）「瀬戸内海はどのような海か」.学術月報、6、10‐14
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